
 

 
 松本っ子の学力 ＆ 出題内容から見える「どんな力が求められているか」  

　 「全国学力・学習状況調査(６年生)」結果より  

  　６年生を対象として４月に実施した、見出しの調査の結果をお知らせします。

 ＜ ６ 年 生 　 全 国 学 力 ･学 習 状 況 調査 よ り ＞
 　　　　　　　　　　(数字は平均正答率)

国語 算数

松本小学校 ７７ ７２

福井県(公立) ７１ ６６

全国(公立) ６７．２ ６２．５

【国語の問題より】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

     　　 　《 国 語 ： 聞 き 取 り メ モ の 工 夫 　 4年 生 → 》 

   学校生活の場面に即した問題であり、本校では今後もこのような縦割り活動等にどんど

ん取り組ませ、経験から自信をもって自分の考えが引き出せるようにしていきます。また

「国語等の教科でで学んだ内容が、総合的な学習や学校行事での活動(つまりは実生活)に

生かされるのだ」ということを実感できるように、教育活動を仕組んでいきたいです。 

  つい先日行った松本フェスティバルの係決め話し合い

でも、国語などでつけた力を発揮している場面がありま

した。教科等でつけた力がフェスにつながり、フェスで

 つけた力が教科等の学びにつながっていくのですね。

　　　　《松フェスの係決め　6年生中心に全校で→》 

     　この表から分かるように、各教科平均は、

　　本校6年生が、全国的に見ても学力が上位　

 　　である福井県の平均を上回っています。

 　　素晴らしい結果が出ていますね。松本小学校

 　　では、これらの内容を分析し、今後どんな

 　　授業にしていくとよいか考えました。

　　　問題の一部も合わせてお伝えします。

えがお！松本だより 

　自ら、そして仲間と、 

　　　未来をたくましく生きる力を身につける子 
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 【算数の問題より】

　 問 題 を よ く 読 ん で 、 算 数 の 語 を 使 っ て 自 分 の 言 葉 で 表 現 す る こ と

が 必要で す。 そこで 、計 算して 答えを 求め るだけで なく、自 分 の 言

葉 で 説 明 し た り 書 い て 文 章 で 伝 え た り す る よ う に 取 り 組 ん で

い き ま す 。 ま た 、 具 体 物 を 使 っ て 、 視 覚 的 に 捉 え た り 、 体 験 を

通 し て 理 解 し た り す る 活 動 を 取 り 入 れ ま す 。           　　　 

                            　　　　　　　　　　　　　　　

【質問調査より】　　　　　　　　　　　　　　　　　《算数：はこのかたち　1年生↑》 

　学校や家での勉強や生活の様子についてたずねた調査（質問調査）についての結果もお

知らせします。どの項目も高い数値でしたが、特に次に示す項目は、スクールプランの5

つの力にもつながる項目です。 

 ◎自分にはよいところがある。88.3％ 

 ◎人が困ったときに助ける。　100％ 

 ◎いじめは絶対にいけない。　98.5％ 

　また、授業では「話し合う活動を通じて考えを深める」（95.6％）ことや、「課題解決

に向けて自分で考え、自分から取り組む」（92.6％）「友達や周りの人の考えを大切にし

てお互いに協力しながら取り組む」（100％）ことも、数値のように「でき

た」と答える児童が多かったです。 ICT 機器の活用についても高い数値で

した。これらのことが、授業の理解度、挑戦心・自己有用感・幸福感など

につながっていくと考えます。                    《ICT 活用　2年生→》 

　これからも学校生活で「自分を知り、信じる力」をたくわえ、「相手を大

切にして関わって」いってほしいと願います。私たち教職員は、５つの力

がつく場面を保証したり、できたことを認めて励ましたりしていきます。 

 

＜校長より＞                   《なかよし集会　3年生・5年生→》

　上記の内容について、本校の研究部や国語・算数主任が中心となっ

て結果の分析を行いました。その上で、全教員での全体研究会を行い、

 分析結果から今後の具体的な取組を考える時間としました。　

　私たち教員の使命として「指導と評価の一体化」ということがあります。指導と評価と

は別物ではなく、評価の結果によって今後の指導を改善し、新しい指導の成果を再度評価

するというように、評価を次の私たちの指導に生かすことをいいます。 

　１学期終業式の日にお渡しする通知表「かがやき」も、１人１人のお子様の評価を次の

 私たち自身の指導に役立てていくべく、取り組んで参ります。

 「立方体の一辺と球の直径は同じだ」というこ

とに気づくと、立式できますね。　 




